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開学20周年記念式典を挙行します
希望される方は、式典に出席し講演も聴講いただけます

※取材・撮影について※
開式後の入退場はできません。
講堂内での撮影および移動は、エリア限定となります。
担当にて案内させていただきます。
当日は、１２：４５までに講堂受付にお越しください。

開学20周年記念式典 １３:００～１５：１５
■日 時 11月４日(土) 受付１２：１５～
■場 所 高知工科大学（香美キャンパス）講堂
■スケジュール

学長式辞 学長 磯部 雅彦
来賓祝辞 高知県知事 尾﨑 正直様

京都造形芸術大学 学長 尾池 和夫様
贈呈式

13:45～15:15
記念講演 東京大学 宇宙線研究所長 梶田隆章教授

「神岡でのニュートリノ研究をふり返って」

高知工科大学は平成9年4月に開学し、おかげさまで開学20年を迎えまし
た。このたび開学20周年式典を挙行する運びとなりました。是非とも貴社
の報道を通じて広くご周知いただきたく、ご案内申し上げます。

【本件問い合わせ先】
高知工科大学 企画広報部 長山 ・谷相
TEL.0887-53-1080
E-mail : kouhou@ml.kochi-tech.ac.jp

地域の皆様に感謝の意を込めまして、この節目を一緒に
祝していただきたく、式典への出席と、さらに講演を
お聞きいただけるようにいたしました。

高知県唯一の工科系大学として開学した本学は、
「大学のあるべき姿を常に追求し、世界一流の
大学を目指す」という高い志のもと、絶えず進
化を続けてきました。
20年という月日は、これからも続く長い歴史の
中の序章に過ぎず、この先へと続く未来へ向け
本式典を行います。

記念講演は、2015年ノーベル物理学賞を受賞され
た東京大学 宇宙線研究所長 梶田 隆章教授を
お迎えします。



講演概要：
神岡でのニュートリノ研究が始まって既に30年以上が経ちます。
この間の神岡での研究について振り返り、今後の展開を考えていきます。
特にニュートリノ研究についてお話しします。
また近年進めている重力波の観測に向けた研究についても、少し触れたい
と思います。

神岡でのニュートリノ研究を振り返って
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